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問小野町光ファイバ推進協議会事務局（企画商工課内）  ☎72ｰ6939

次回は、「便利に使おう！キー
ボード②」をご紹介します。

前候補変換キー前
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Applicationキー
（アプリケーションキ―）
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Print Screenキー
（プリントスクリーンキー）

Scroll
Lock

Scroll Lockキー
（スクロールロックキー）

Pause

Break

Pasue Breakキー
（ポーズ/ブレイクキー）

Insertキー
（インサートキー）
In
（Insert

Homeキー
（ホームキー）

Home Page
Up

Page Upキー
（ページアップキー）

Deleteキー
（デリートキー）
D
（

Delete Endキー
（エンドキー）
E
（

End Page
Down

Page Downキー
（ページダウンキー）

カーソルキー（↑↓←→）
文字入力時に、入力位置を上下左右に移動
することができます。
文←
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Num Lockキー（ナムロックキー）
キーを押すたびにON/OFFの切り替えができます。ONの時は、テンキーを数字入
力として使用することができるため、基本的に初期設定はONの状態になっています。
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テンキー（０～９/＊－＋）
数字や数式を入力することができます。

キーボードのキーにはさま
ざまな役割があるんじゃの
う。
Shiftキー、Ctrlキー、Altキー
を使ったショートカット
キーもあるようじゃ。
次は、このショートカット
キーについて勉強してみよ
うかのう。

文字変換の確定後に誤字
に気付いたとき、その単
語にカーソルを合わせて
前候補変換キーを押すと、
再変換することができま
す。

Shift キーと同時に押すと、
カタカナで文字を入力す
ることができます。
Alt キーと同時に押すと、
ローマ字入力・かな入力
の切り替えができます。

押すことで、マウスを右
クリックしたときと同じ
ように、コンテキストメ
ニューが表示されます。

モニタに表示されている
画面をコピーします。ペ
イント(ソフト)に貼り付け、
画像として保存すること
もできます。

キーを押すたびにON/
OFFの切り替えができま
す。ONの時は、カーソル
キーで画面をスクロール
することができます。

ソフトやプログラムの実
行を中断することができ
ます。

文字を入力するとき、「挿
入モード」と「上書きモー
ド」を切り替えます。

行の先頭へ移動します。 上方向にページをスク
ロールします。

入力位置が点滅している
直後の文字を消すことが
できます。

行の末尾へ移動します。 下方向にページをスク
ロールします。
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Back Spaceキー（バックスペースキー）
入力位置が点滅している直前の文字を消すことができます。

Enter Enterキー（エンターキー）
文字入力時に｢改行｣、各種設定やソフト使用時に｢決定｣｢実行｣を行います。

Shift
Shiftキー（シフトキー）
❶のShiftキーに同じ。

↲


